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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，紙パルプ技術

協会（JAPAN TAPPI）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を

改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格で

ある。これによって，JIS P 8215:1998 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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パルプ－極限粘度数測定方法－ 

銅エチレンジアミン法 

Pulps-Determination of limiting viscosity number in cupri-ethylenediamine 

(CED) solution 

 
序文 

この規格は，2010 年に第 2 版として発行された ISO 5351 を基に，“B 法－一定のせん断速度における極

限粘度数の測定”，附属書 A，附属書 B 及び附属書 C については対応国際規格を翻訳し，技術的内容を変

更することなく作成した日本産業規格であるが，対応国際規格には規定されていない“A 法－希薄濃度に

おけるパルプ極限粘度数の測定”，附属書 JA 及び附属書 JB を日本産業規格として追加している。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格にはない事項である。技術的

差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JC に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，パルプの銅エチレンジアミン（CED）溶液の希薄濃度における極限粘度数を測定する方法

について規定する。 

この規格は，主に漂白化学パルプの CED 可溶性サンプルに適用されるが，CED 溶液に完全に溶解する

あらゆる種類のパルプにも適用可能である。 

注記 1 極限粘度数はセルロースの重合度（附属書 C 参照）の指標となり，蒸解及び漂白工程において

起こるセルロースの分子量低下程度を推定するために使用可能である。しかしながら，セルロ

ース以外の物質を多く含むサンプルで得られた極限粘度数は，解釈に注意が必要である。 

注記 2 粘度測定手順は，厳密には，パルプサンプルの多糖類部分だけに適用している。これにもかか

わらず，通常，この粘度測定では，最大 4 %のリグニンを含む未漂白パルプでも，測定結果を

得ることが可能ではある（これらの未漂白パルプのほとんどは CED にうまく溶解できるため）。 

しかしながら，未漂白パルプが CED に溶解可能であるこの単純な事実は，粘度測定結果が常

に有効であることを意味しているわけではない。つまり，0.5 %を超えるリグニンを含むパルプ

の粘度測定結果は，技術的仕様の目的として許容することはない。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 5351:2010，Pulps－Determination of limiting viscosity number in cupri-ethylenediamine (CED) 

solution（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こ

とを示す。 

  


